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物事は放っておくと乱雑、無秩序、複雑な方向に向

かい、自発的に元に戻る事はない。という熱力学の法

則がありますが、ショッキングなのは「生命とはその

法則に抗って自然に先回りして生存している状態の

ことをいう」との説です。放っておくと壊れていく、

つまり老化して行く状況に、先回りして自分で自分

を壊して同時に新しく作り替える事で、老化のスピ

ードを遅くして生存しているということです。 

これは生物以外でも全ての物事に当てはまる原理

であり、組織についても言える事です。組織活動も放

っておけば無秩序で乱雑になり社会的訴求力を失っ

ていきます。 

この１０年間、協会活動もマンネリ化して朽ちて

いかぬように様々な変革を行ってきました。 

1．原点に戻り協会の社会的使命を再認識した 
当協会は「国際観光振興に技術で貢献する公益社

団法人」です。 

2．CSV を活動の理念とした 
Creating Shared Value 「会員によし、協会によ

し、結果社会にもよし」の三方良し、の理念で活動を

行うと決めたことで活動の領域が広がって活性化し

ました。  

エコ・小活動、木づかい活動、UD 客室活動、 自

動搬送機開発、LINKED CITY 活動、フェーズフリー活

動、ウッドリターンコンペ、観光施設耐震研究、日本

の伝統工芸・建築空間の研究、スーパーヨット研究等、

広範囲に展開しています。 

3．一部の CSV 活動はビジネスに進展した 
「旅館調理場用自動搬送機」は CSV 活動で開発の

道筋をつけ、その後、会員のビジネスとして製品化プ

ロセスへと進展しています。また、木づかい活動は 

木製ブラインドの会員メーカーがコンセプトを受

継ぎ、工場を那須の森の中に建設し地元の間伐材を

使用して製品を製作し始めました。間伐、枝打ち、伐

採、植林による林業復活で CO2 を吸収する森を再生

して循環再生型経済の再建に貢献しています。 

4．観光 DX を CSV 活動で開始した 
イタリアの分散型宿泊「アルベルゴ・ディフー

ゾ」を IT化する CSV活動は「まちじゅうホテル」

活動となり、更に町と町をつなぐ「LINKED CITY」

へと進化しました。すでに全国的展開しており協会

員が始めた組織は９０社を数えるまでに成長してい

ます。 

5．広範化した活動内容を「もの」、「社会」、「自然」

へのホスピタリティに整理した 
観光の本質はホスピタリティであるということに

立ち返り、国際観光振興に寄与する技術に関する活

動を「もの」、「社会」、「自然」への３つのホスピ

タリティに整理しました。 

6．協会は「インキュベーションプラットフォーム」へと

進化している 
国際観光振興に寄与する技術をテーマにした CSV

活動を開始して軌道に乗せる。その後、会員が独自に

ビジネスに繋がる活動へと展開していくという成功

事例が出てきました。公益社団法人である当協会は

「観光技術の卵を孵す孵卵装置」、すなわち「観光技

術インキュベーションプラットフォーム」となった

のです。 

７．会員だけでなく公共事業体との CSV 活動を開始

し「観光交流空間インキュベーションプラットフォーム」

を目指します 
１５年間に渡り温泉地旅館の支出削減支援として

のエコ・小活動は、LINKED CITY のメンバーである会

員の「バンカーズふるさと納税システム」を利用し、

温泉地の地方自治体に温泉地 ESG-CO2 削減プロジェ

クトを立ち上げてもらい、ESG投資として納税いただ

き、広報活動としてもらう活動を開始しました。 

   

ビジネスではない公益活動であるからこそ、実務

的障壁に煩わされることなく、かつ利己でなく利他

の精神での発想ができ、また関係官庁との連携も容

易に取れることによりトライアルアンドエラーで 

クイックに活動を展開してくることができました。 

「利他である当協会の公益活動でスタートアップ

を行い、利己であるビジネスの世界に戻って利潤を

追求するという社会モデル」の提案までなんとか辿

りついた１０年でした。 
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変革の 10 年―協会創立 60 周年から 70 周年へ 
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令和 5 年度 通常総会と関連行事のご案内 

新型コロナウィルス感染症も３月１３日からのマスク着用

見直しに続き、５月８日には感染症法の５類へと移行しまし

た。少しずつ社会経済が活発に動き始め、観光業界にも回復

が期待される今日この頃です。今回総会関連行事として予定

しておりますセミナーは、生物学者の福岡伸一さんをお招き

し、テーマ「おもてなし～動的平衡～」（仮題）について講

演をして頂きます。興味深いお話しが期待できそうです。

尚、会場のホテルメトロポリタンエドモントには引き続きの

コロナ対策をお願いしてのリアル開催としております。通常

総会・セミナーおよび交流会は次の通りです。 

インテリア部会セミナーG 講演会 報告 
     インテリア部会セミナーG リーダー 本杉 勝彦 

インテリア部会セミナーグループ講演会「変貌す

る渋谷」と題して去る３月１５日に渋谷ストリーム

にて開催されました。目覚ましく変化する渋谷、その

開発をご担当されました東急株式会社の嶋田貴司様

をお迎えして渋谷の今昔物語をお話しして頂きまし

た。 

コロナ禍から少し解放されてリアルとウエブのハ

イブリッドで行う事が出来、今までは出来なかった

講演会終了後には久しぶりの顔を合わせての交流会

となり、活気であふれていました。いつもの事ですが

聞けない話が聞けて渋谷のこれからの未来図も見る

ことが出来、今回のセミナーに参加してよかったと

多くの参加者が感想を述べておりました。 

インテリア部会 注目施設見学会 

  『角川ミュージアム』 報告  
インテリア部会注目施設見学 G 

リーダー 長尾 俊夫 
３年半ぶりの施設見学会で、３２名の参加でした。 

ところざわサクラタウンの桜満開の公園の道を抜け

た先に想像以上の巨大な岩の塊のミュージアムが現

れた。まずは圧倒された。角川担当者から当館創設の

経緯や施設内容、運営状況を映像で説明を受けた。 

ポップカルチャー発信拠点として巨大な本棚劇場、

マンガ図書館、アニメなどの要素が複合的に構成さ

れていた。各自の想いのままに回り楽しむ時間であ

った。 

角川食堂にてお茶にての爽やかな交歓会もできま

した。 

ホテル見学会開催決定 

インテリア部会宿泊施設見学 G 
「浅草ビューホテル アネックス六区」の見学会を

５月１５日（月）に開催します。 

歴史ある伝統・芸能文化の街に文化発信・文化体験

をコンセプトにホテルがオープンしました。総支配

人、インテリアデザイナーのお話を聞けます。ご期待

ください。 

 

 

◆ 前事務局長 姫井 誠 ご挨拶 ◆ 
平成 1７年４月から令和５年３月まで１８年の 

長きにわたり、会員の皆様には大変お世話になりま

した。心より御礼申し上げます。  

この間、平成２４年の公益法人への移行ならびに

創立６０周年を機に平成２６年の国際ホテル・レス

トラン・ショーから協会ブースの展示スタイルを 

一変して協会の活動を世の中に広くＰＲして現在に

至っています。 

在任中は村尾会長・中山会長・鈴木会長と３代の会

長様のもと、皆様のご指導ご協力を賜り、忙しくも楽

しく過ごさせていただき誠に有難うございました。 

益々の協会の発展を願いつつ後任の清水康之さんに

バトンタッチ致します。引き続きよろしくご指導の

ほどお願いいたします。  

◆ 新事務局長 清水 康之 ご挨拶 ◆ 
この度、４月１日付けで当協会の事務局長に就任

いたしました清水康之でございます。 

７０周年という節目の年にベテラン姫井事務局長

の後任となり、緊張感を持って職務に当たっており

ます。まだまだ知識・経験不足でありますが、皆様の

ご支援、ご協力をいただきまして、職責を全うしてい

きたいと思っております。 

協会の発展、健全運営、また皆様の活動のお役にた

てるよう、事務局メンバーとともに頑張ってまいり

ます。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い

いたします。 

第１15 回ゴルフ会の次回予告 
              会長代行 杉浦 司 

第 115 回 国際観光施設協会ゴルフ会の予告 

国際観光施設協会の春のゴルフコンペを下記のとお

り開催致します。 

日  時 ：令和５年５月１８日 (木)   

コ ー ス：飯能グリーンカントリークラブ 

プレイ費：約１８，５００円程度 
（キャディ付・パーティ付、食事別途）各自精算 

会   費 ： ４，０００円 

コンペ終了後は表彰式と懇親会、賞品も多数用意

しております。会員の皆様の親睦の場として、お誘い 

あわせのうえ、多くの参加をお待ちしております。 

日時：令和５年６月１５日（水） 

１４時００分～１８時３０分 

場所：ホテルメトロポリタンエドモント 

（１階クリスタルホール ２階悠久） 

〒102-8130 東京都千代田区飯田橋 3-10-8 

◇スケジュール（予定）◇ 

・通常総会 14時 00分～15時 45分 

・セミナー 16時 00分～17時 20分 

・交流会  17時 30分～18時 30分 



新入会員紹介☆（入会順） 
[設計・コンサル] 株式会社ＲＣＧ          
(代表者)代表取締役   (担当者)業務部  

天間 幸生          番場 由香 

〒103-0021 

東京都中央区日本橋本石町 3-3-5 三友常盤橋ビル 

      TEL03-6822-6545 FAX03-5539-4997 

営業内容: 国内販路拡大支援事業、海外販路拡大支援

事業、企業版ふるさと納税マッチング支援事業 

[建設業] 株式会社フジタ 

(代表者)執行役員   (担当者) 設計統括部 

建築本部設計統括部長        インテリア室 

 髙須 登志也           飯島 雅朗 

〒151-8570 

東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-25-2 修養団ＳＹＤビル 

     TEL03-3402-1911 FAX03-3404-8477 

営業内容:建設工事の請負、企画、設計、監理および 

コンサルティング業務 等  

[メーカー] 株式会社ボーコンセプト・ジャパン       

(代表者)代表取締役社長  (担当者) 法人営業部  

大槻 晃子     マネージャー 石垣 憲一  

〒107-0062 

東京都港区青山 2-31-8 L'ARCO南青山４F 

     TEL03-5770-6602 FAX03-5770-6566 

営業内容: 北欧輸入家具の製造・設計・販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年会費 お振込みのお願い 
４月中に２０２３年度の年会費「請求書」を電子請

求書システムプラットフォーム BtoB、郵送または 

PDF データを E メールで発送させていただきました。 

早めにお振込みくださいますようお願い申し上げ

ます。 

♥編集後記♥ 
今年のゴールデンウイークは 4 年ぶりに大変な賑

わいとなりました。三年間続いた新型コロナウイル

スの水際対策も解除されて訪日外国人観光客の増加

も期待できる体制となり、観光業界にとって大変喜

ばしい状況となりましたが、今後の益々の発展を祈

りたいと思います。 

協会では創立７０周年記念事業計画がすべて整い

実施に向けた準備が進められています。全員参加で

大いに盛り上げてまいりたいと存じます。 

             Ｙ．Ｋ 
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